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1. はじめに 

路面素材は，ランナーの走りやすさやタイムを左

右する重要な因子である．中でも路面の摩擦抵抗は，

蹴り出しやすさに大きく寄与すると想定される 1）．

一般に車道の摩擦抵抗は制動性能であるので，BPN

などの動摩擦係数が測定される．一方，ランナーの

蹴り出しやすさに係る摩擦抵抗は，路面に対して静

止した足がせん断力の増加によってすべるか否かの

問題なので，静止摩擦係数を知る必要がある．本研

究では，アスファルト舗装の静止摩擦係数を把握す

ることを目的として，300mm 角のアスファルトコン

クリート供試体を用いた傾斜実験を実施した． 

2. 実験概要 

 ホイールトラッキング試験方法に準じて作成した

300mm 角のアスコン供試体の表面にすべり片を静置

し，図-2 のように徐々に傾けていって，すべり片が

すべり始める直前の傾斜角 θ を測定する試験である

2）．傾斜角の測定にはデジタル傾斜計（最小単位 0.1

度）を用いた．静止摩擦係数 μは tanθによって求め

る． 

 アスコン供試体として，車道の表層材料として代

表的な，細密粒度ギャップアスファルト舗装 3）（細

密），密粒度アスファルト舗装（密粒），砕石マスチ

ックアスファルト（SMA5），ポーラスアスファルト

舗装 5（ポーラス 5），開粒度アスファルト舗装（開

粒），ポーラスアスファルト舗装 13（ポーラス 13）

の 6 種類を使用した．図-1 にアスコン供試体の粒度

曲線と各混合物の 40％通過質量百分率と静止摩擦の

関係を示す． 

すべり片には，直径 100mm の鋼鉄円筒（重さ 5kgf）

を使用し，底面にはシューズを想定した厚さ 1mm の

ゴムシートを 2 枚接着した．また比較のために，ゴ

ムシートを貼らないケース（鋼鉄面）とベニヤ板の

ケースでも実験を行った．見かけの平均的な接地圧 
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（a）粒度曲線 
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（b）40％通過質量百分率 

図-1粒度曲線と 40％通過質量百分率 
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図-2 傾斜実験概要 図-3 接地面積試験概要 

 

は 6.37kPa である．ベニヤ板の実験では，ベニヤ板の

上に裏向きのアスコン供試体を載せてすべらせた． 

 試験は各ケース5回ずつ行って平均値を採用した．

いずれも乾燥状態である． 

ランナーがシューズを履いてアスコン表面に乗っ

た時の接地面積を測るため，図-3 のように感圧紙を

用いた接地面積試験を実施した． 
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3. 試験結果 

 静止摩擦係数はアスコン表面のテクスチャに依存

すると考えられることから，各混合物の 40%粒径を

代表粒度として結果を整理した． 

図-4 は，すべり片表面が鋼鉄面およびベニヤ板の

場合の実験結果を示している．図より，静止摩擦係

数はすべり片の素材（硬さ）に依存し，鋼鉄面より

もベニヤ板のほうが摩擦係数が大きいことが確認で

きる．また，アスコンの粒度にも依存し，粒度が粗

いほど摩擦係数が大きくなる傾向が確認できる． 

図-5 は，すべり片表面がゴムシートの場合の実験

結果を示している．図より，アスコンの粒度が粗い

ほど摩擦係数が大きくなる傾向は鋼鉄面やベニヤ板

のケースと同様であるものの，40%粒径が 4mm を超

える素材（開粒とポーラス 13）では，静止摩擦係数

が低下する結果となった．摩擦係数はバインダの種

類にも依存すると考えられるので，今後検討してい

く必要がある． 

図-6 は感圧紙によって得られたシューズ接地面積

と傾斜実験により得られた静止摩擦係数（ゴムシー

ト）との関係を示している．図より，密粒を基準に

すれば，SMA5 とポーラス 5 は接地面積が大きく，

ポーラス 13 は接地面積が小さいという結果は，静止

摩擦係数の大小に対応している．すなわち，接地面

積が大きいほど静止摩擦係数は大きくなる傾向にあ

る．ただし，SMA5 とポーラス 5 は粒度分布がほぼ

同じであるにもかかわらず，SMA5 のほうが接地面

積が 40%も大きい．また，SMA5 のほうがポーラス 5

よりも接地面積が大きいにもかかわらず，静止摩擦

係数はポーラス 5 のほうが大きい．これらの問題に

ついては，今後詳細に検討していく必要がある． 

4. まとめ 

 アスコンの静止摩擦係数は混合物の粒度が粗く

なるにつれて大きくなる傾向にある． 

 ただし，すべり片の素材，アスコンのバインダ

の素材，接地面積の多寡にも依存すると思われ

るので，今後詳細な検討が必要である． 

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0 5 10

静
止
摩
擦
係
数

40%通過質量百分率(mm)

ベニヤ

おもり

 
図-4 鋼鉄面およびベニヤの傾斜試験結果 
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図-5 ゴムシートの傾斜試験結果 

 

 
（a）接地面積（分布） 
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（b）静止摩擦係数と接地面積 結果 

図-6 接地面積試験結果 
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